
同
様
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
農
村
の

復
興
と

住
民
の

安
定
を
は
か
る
こ

と
が

急
務
で

あ
っ

た
。

落
城
数
日
後
に

秀
吉
は
、

東
北
大
名
に

威
を
示
す
た
め

東

北
に

向
か

う
途
中
鎌
倉
に

立
ち
寄
り
、

片
桐
且
元
に

鶴
岡
八
幡
宮
の

修
理
を

命
じ
、

鶴
岡
八
幡
宮
・

建
長
寺
・

円
覚
寺
・

東
慶
寺
に

所
領
安
堵
の

朱
印
状

を
交
付
し
た
。

徳
川
家
康
江
戸

入
城
と

相
武

秀
吉
に

よ
っ

て

東
海
地
方
の

旧
地
か
ら
関
東
に

移
封
さ

せ

ら
れ
た
徳
川
家
康
は
、

天
正

十
八

年
（
一

五
九
〇

）

八
月
一

日
江
戸
へ

入
城
し
、

こ

こ

を
居
城
と
定
め
た
。

江
戸
三
百
年
の

始
ま

り
で

あ
る
。

入
城
す
る
と
、

ま
ず
手
が
け
た
の

は
江
戸
の

町
並
整
備
、

江
戸

城
修
築
、

領
国
内
へ

の

家
臣
団
の

配
置
で

あ
る
。

い

ず
れ
も
県
域
の

地
方
に

大
き
な
関
係
が
あ
っ

た
。

前
二

者
に
つ

い

て

は
、

県
域
地
方
は
築
城
に

必
要

な
石
、

町
並
整
備
に

必
要
な
材
木
の

供
給
地
と
な
り
、

後
者
に
つ

い

て

は
、

新
た
な
徳
川
家
臣
団
の

知
行
地
と
、

徳
川
氏
直
轄
領
の

設
定
が

こ

の

地
域
に

行
わ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

と
く
に

江
戸
城
修
築
の

石
材
は
、

相
模
が
そ
の

供

給
地
で

あ
り
、

戦
国
時
代
か
ら
築
城
に

す
ぐ
れ
た
相
模
国
足
柄
下
郡
岩
村

小田原城天守閣　小田原市
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（
真
鶴
町
）
の

石
屋
善
左
衛
門
が

登
用
さ
れ
、

江
戸
に

移
住
し
て
、

日

本
橋
辺
に

屋
敷
を
拝
領
し
、

小
田
原
町
（
東
京
都
中
央
区
築
地

）
の

名

を
の

こ

し
た
。

相
模
の

石
材
は
奈
良
時
代
か
ら
中
央
に

聞
こ

え
て

い

た
が
、

そ
の

産
地
は
根
府
川
村
（
小
田
原
市
）
を
中
心
に

相
模
湾
西
沿

岸
に

ひ

ろ
が

り
、

寛
永
の

江
戸
城
大
修
築
に

は
、

徳
川
御
三
家
を
は

じ
め
、

摂
津
国
三
田
藩
九
鬼
氏
、

筑
後
国
柳
川
藩
立
花
氏
な
ど
の

石

切
場
が

設
定
さ
れ
、

旧
小
田
原
北
條
氏
の

臣
で
、

落
城
後
根
府
川
村

に

土
着
し
た
広
井
氏
が

請
負
っ

て
、

採
石
に

当
た
っ

た
。

小
田
原
北

條
氏
に

よ
っ

て

保
護
育
成
さ
れ
た
小
田
原
町
の

職
人
た
ち
も
、

江
戸

に

動
員
さ
れ
た
こ

と
は
、

い

う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

家
臣
団
の

配

置
と
直
轄
領

家
康
に

と
っ

て
、

江
戸
に

入
城
す
る
の

は
、

東
海

地
方
の

故
地
を
離
れ
、

今
ま
で

敵
地
で

あ
っ

た

関

東
に

入
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

捨
て

が
た
い

故
地
を
離
れ
、

彼
に

従
っ

た
家
臣
団
に

知
行
を
割
り
充
て

る
こ

と
は
、

重
要
な

急
務
で

あ
っ

た
。

居
城
の

江
戸
を
中
心
に
、

領
域
の

外
周
に

大
身
の

家
臣
を
配
置

根府川石積出口　小田原市
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し

た
。

江
戸
の

近
辺
は
徳
川
氏
の

直
轄
領
と
し
、

そ
の

中
間
の

地
域
は
、

後
に

旗
本
と
よ
ば
れ
る
小
身
の

家
臣
を
配
置
し
、

そ
の

知

行
地
と
し
た
。

家
康
が

関
東
に

入
国
し
た
時
、

相
模
国
は
お

よ
そ
五
百
五
十
四
村
で

あ
っ

た
が
、

こ

の

方
針
は
相
模
国
に

も
実
施
さ

れ
た
。

し
か

も
、

そ
の

知
行
の

割
り
充
て

は
、

一

村
を
複
数
の

領
主
に

充
行
う
割
り
充
て

も
行
っ

た
。

こ

れ
を
相
給
と
い

っ

た
。

五

百
五
十
四
村
の

半
数
に

当
た
る
二

百
七
十
五
村
が
直
轄
領
、

七
十
三
村
が
旗
本
領
、

直
轄
領
と

旗
本
領
の

相
給
が

四
十
二

村
、

鎌
倉

五
山
や
鶴
岡
八
幡
宮
を
は
じ
め
、

朱
印
状
に

よ
っ

て

旧
来
の

所
領
を
安
堵
さ
れ
た
寺
社
領
と

直
轄
領
の

相
給
が

十
二

村
、

預
地
が
五

村
で

あ
っ

た
。

こ

れ
に
、

徳
川
氏
領
域
の

西
縁
を
固
め
る
小
田
原
領
分
が
百
四
十
七
村
あ
っ

た
。

県
域
の

武
蔵
三
郡
は
、

当
時
二

百

二

十
三
村
で

あ
る
が
、

直
轄
領
百
八
十
八
村
、

旗
本
領
二

十
村
、

直
轄
領
と

旗
本
領
の

相
給
六
村
と

大
名
領
が
一

村
と
な
っ

た
。

以

上
を
総
合
す
る
と
、

県
域
七
百
七
十
八
村
の

う
ち
、

直
轄
領
四
百
六
十
三
村
、

小
田
原
等
大
名
領
分
百
四
十
八
村
、

旗
本
領
九
十
三

村
と
そ
の

他
と
な
り
、

全
体
と
し
て

分
割
支
配
が

実
現
し
た
。

文
禄
三
年
（
一

五
九
四

）
当
時
、

相
模
国
の

国
高
は
十
九
万
四
千
石
余

と
推
定
さ
れ
る
が
、

そ
の

内
訳
は
、

推
算
で

は
あ
る
が
、

直
轄
領
十
一

万
千
九
百
石
余
、

小
田
原
領
分
四
万
石
、

旗
本
領
四
万
石
、

寺
社
領
七
千
三
百
石
で

あ
っ

た
。

村
数
で

も
、

石
高
で

も
、

直
轄
領
は
過
半
を
占
め
て
い

た
の

で

あ
る
。

農
村
の

再
編
成

豊
臣
秀
吉
は
、

天
下
統
一

を
進
め
る
に

従
っ

て
、

そ
の

征
服
地
ご
と
に

全
国
一

律
の

規
準
に

よ
っ

て

検
地
を
行

い
、

農
村
に

新
秩
序
の

樹
立
を
は
か
っ

た
。

太
閤
検
地
と

も
、

天
正
石
直
し
と
も
い

わ
れ
て

い

る
。

小
田
原
北

條
氏
の

旧
領
国
の

検
地
は
、

こ

の

秀
吉
の

方
針
に

従
っ

て

徳
川
家
康
に

よ
っ

て

行
わ
れ
た
。

家
康
は
、

江
戸
城
入
城
の

翌
月
か
ら
検

地
に

着
手
し
、

年
内
に

武
蔵
・

下
総
・

伊
豆
に
、

翌
年
に

は
武
蔵
・

相
模
・

上
総
・

上
野
・

下
野
・

伊
豆
に

及
ん
だ
が
、

こ

れ
ら
の
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国
の

村
々

全
体
に
、

ひ

と
ま
ず
及
ぶ
の

は
、

お
よ
そ
文
禄
・

慶
長
年
間
の

こ

と
で

あ
る
。

石
直
し
は
、

越
中
や
肥
後
で

は
、

国
人
層
の

反
対
に

よ
る

一

揆
が
お
こ

っ

て
、

大
名
の

更
迭
を
招
い

た
が
、

関
東
で

は
、

そ
う
し
た

抵
抗
は
な
か
っ

た
。

国
人
層
の

多
く
は
、

滅
亡
し
た
小
田
原
北
條
氏
の

旧

臣
で

あ
っ

た
こ

と
が
、

徳
川
氏
に

幸
い

し
た
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、

家
康
の

現
状
に

そ
っ

た
柔
軟
な
対
策
に

よ
る
と
こ

ろ
が

大
き
か
っ

た
。

こ

の

石
直
し
は
、

律
令
制
以
来
の

田
積
の
一

段
を
三
百
六
十
歩
と
す
る

単
位
を
改
め
て

三
百
歩
と
し
、

三
十
歩
を
一

畝
と

す
る

新
単
位
を
設
け
、

土
地
を
測
る

間
竿
は
旧
制
の

尺
に

よ
る
六
尺
三
寸
（
約
百
九
十
㌢
㍍

）
の

も

の

を
用
い
、

方
一

間
を
一

歩
と
し
た
。

新
制
の
一

段
は
、

旧
制
よ
り
も
六

十
歩
縮
小
さ
れ
た
こ

と
に

な
る
。

こ

の

単
位
で
、

田
畑
屋
敷
を
一

筆
ご
と

に

測
量
し
、

そ
の

所
在
地
、

生
産
高
の

等
級
、

面
積
、

名
請
人
（
貢
租
負

担
者

）
を
登
記
し
た
の

で

あ
る
。

生
産
高
は
、

す
べ

て

米
高
（
石
高
）
で

あ

ら
わ
し
、

田
畑
の

等
級
を
上
・

中
・

下
に

わ
け
る
が
、

そ
の

わ
け
方
は
、

ま
ず
村
全
体
の

生
産
高
を
上
の

村
、

中
の

村
、

下
の

村
に

分
け
、

そ
れ
ぞ

検見の図　『老農夜話』から　東京大学史料編纂所蔵
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れ
の

村
の

中
で
一

筆
ご
と
に

上
中
下
に

分
け
る
。

従
っ

て

村
の

等
級
ご
と
に

田
畑
の

上
中
下
の

石
高
は
相
違
す
る
こ

と
に

な
る
。

こ

う
し
て

記
載
さ
れ
た
検
地
帳
は
、

一

村
一

帳
に

ま
と
め
ら
れ
た
の

で
、

村
切
り
と
も
い

わ
れ
る
。

小
田
原
北
條
氏
の

検
地
は
領
主
別

で
、

荘
園
の

名
寄
帳
の

系
統
を
ひ
く
も
の

で

あ
っ

た
が
、

太
閤
検
地
で

は
領
主
は
あ
ら
わ
れ
ず
、

土
地
と

貢
租
負
担
者
（
本

百

姓

）

が
一

筆
ご
と
に

明
確
に

さ
れ
、

荘
園
制
に

み
ら
れ
た
複
雑
な
重
層
関
係
は
、

一

掃
さ
れ
た
。

村
が
村
と
し
て

の

人
格
を
与
え
ら
れ
、

支
配
は
村
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
る
こ

と
に

な
る
。

近
世
的
村
へ

の

脱
皮
で

あ
る
。

交
通
路
と
関
所

が
整
備
さ
れ
る

慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇

）
九
月
、

関
ヶ

原
の

戦
に

大
勝
し
た
徳
川
家
康
は
、

同
八
年
二

月
、

征
夷
大
将
軍
に

任

ぜ
ら
れ
て
、

江
戸
に

幕
府
を
ひ

ら
い

た
。

全
国
支
配
の

中
心
は
再
び
東
国
に

移
っ

て
、

京
都
・

大
坂
と

江
戸
の

往
来
は
再
び
重
要
性
を
増
し
た
。

こ

れ
ま
で

東
は
せ
い

ぜ
い

鎌
倉
ま
で

利
用
さ
れ
て

い

た
東
海
道
は
、

藤
沢
か
ら
海
岸
沿
い

に

北
上

し
て

江
戸
に

至
る

道
が

本
道
と
な
り
、

小
田
原
を
中
心
に

し
た
道
路
網
に

代
わ
っ

て
、

江
戸
を
中
心
と

す
る

諸
街
道
が

ひ

ら

か

れ

た
。

そ
の

主
要
な
も
の

が
五
街
道
で
、

そ
の

第
一

が

東
海
道
で

あ
る
が
、

県
の

北
部
に

も
、

五
街
道
の
一

で

あ
る

甲
州
道
中
が

横
切

る
。

五
街
道
に

は
宿
駅
が

整
え
ら
れ
、

と
く
に

東
海
・

東
山
の

二

道
に

は
、

慶
長
六
年
（
一

六
〇
一

）
江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し
て
、

一

里
（
約
四

㌖
）
ご
と
に
一

里
塚
を
築
い

て
、

道
程
の

目
じ
る
し
と
し
、

す
で

に

あ
っ

た
平
塚
・

大
磯
・

小
田
原
の

宿
に

加
え
て

同

年
に
、

県
域
内
に

は
神
奈
川
・

保
土
ケ
谷
・

藤
沢
の

三
宿
を
新
た
に

設
け
た
。

慶
長
九
年
（
一

六
〇
四

）に
戸
塚
宿
、

元
和
四

年
（
一

六
一

八

）
箱
根
宿
、

同
九
年
川
崎
宿
が

設
け
ら
れ
、

東
海
道
五
十
三
次
の

う
ち
の

県
下
九
宿
が

出
そ
ろ
っ

た
。

県
の

北
辺
を
横
切
る

甲
州
道
中
に

は
、

小
原
・

与
瀬
（
以
上
相
模
湖
町
）・
吉
野
・

関
野
（
以
上
藤
野
町
）
の

四
宿
が

設
け
ら
れ
た
。

幕
府
は
、

道
中
奉
行
を

©神奈川県立公文書館



置
い

て
、

こ

れ
ら
主
要
幹
線
路
の

五
街
道
の

円
滑
な
運
用
を
は
か
っ

た
。

こ

れ
ら

宿
場
の

機
能
は
、

旅
行
者
の

宿
泊
と
、

旅
行
者
の

荷
物
継
立
を
主
要
目
的
と
し
た
が
、

そ
の

宿
泊
施
設
は
、

利
用
者
の

身

分
に

よ
っ

て
、

大
名
な
ど
が
主
と
し
て

利
用
す
る

本
陣
・

脇
本
陣
と
、

一

般
旅
行
者
の

旅
宿
と
し
て

の

旅
籠
屋
と
に

分
か
れ
る
。

大

名
の

利
用
す
る

本
陣
は
、

そ
の

旅
行
団
の

規
模
も
大
き
く
、

格
式
も
高
い

の

で
、

本
陣
そ
の

も
の

の

風
格
と

規
模
も
そ
れ
に

対
応
す

る
こ

と
が

要
求
さ
れ
る
。

本
陣
を
つ

と
め
た
家
は
戦
国
大

名
の

家
臣
か
ら
出
た
も
の

が

多
く
、

か
つ

世
襲
が

多
い
。

参
勤
交
代
制
が

行
わ
れ
る
と
、

そ
の

際
に

利
用
す
る

本
陣

も
大
名
ご
と
に

大
体
一

定
し
た
。

小
田
原
宿
の

本
陣
久
保

田
家
は
毛
利
氏
、

清
水
家
は

細
川
氏
、

箱
根
宿
の

石
内
家

は
、

公
家
四
十
一

家
、

武
家
五
十
三
家
の

定
本
陣
（
指
定

本
陣
）
で

あ
っ

た
。

脇
本
陣
は
、

本
陣
の

予
備
に

充
て

ら
れ
た
も
の

で
、

本

陣
に
つ

ぐ
宿
場
の

家
格
で

あ
る
が
、

こ

れ
に

は
一

般
旅
籠

屋
の

機
能
も
ゆ
る
さ
れ
た
。

こ

れ
に

対
し

旅
籠
屋
は
、

そ
の

宿
場
の

繁
閑
に

よ
っ

一里塚　茅ケ崎市
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て
、

数
は
一

定
し
な
い
。

天
保
十
四
年
（
一

八
四
三

）
の

調
査
で

は
、

小

田
原
宿
九
十
五
軒
、

戸
塚
七
十
五
軒
、

川
崎
七
十
二

軒
、

箱
根
三
十
六
軒

と
な
っ

て

い

る
。

宿
泊
に

は
、

旅
行
者
が

食
糧
を
持
参
し
て

燃
料
の

供
給

を
求
め

る

木
賃
式
と
、

食
事
の

供
給
を
受
け
る
旅
籠
式
と
が
あ
っ

た
が
、

江
戸
中
期
以
降
は
旅
籠
式
が
一

般
的
に

な
っ

た
。

旅
籠
屋
の

中
に

は
食
売

女
（
飯
盛
女
）
を
置
い

て
、

旅
客
の

遊
興
の

相
手
を
さ
せ
る
と
こ

ろ

も
で

き
て
、

そ
れ
は
食
売
旅
籠
屋
と

呼
ば
れ
た
。

幕
府
や
朝
廷
の

公
用
旅
行
者
に

提
供
す
る
人
馬
は
、

宿
場
町
の

負
担
で

あ
っ

た
が
、

旅
行
の

規
模
が

増
大
す
る
に
つ

れ
て
、

規
定
の

人
馬
数
で

は

到
底
対
応
で

き
る
も
の

で

は
な
く
、

こ

れ
を
補
う
助
郷
が

制
度
化
さ

れ

た
。

助
郷
は
農
村
を
苦
し
め
、

宿
役
人
と

助
郷
村
々

と
の

間
に
、

し
ば
し

ば
軋
轢
が

生
じ
た
。

享
保
十
三
年
（
一

七
二

八

）
の

小
田
原
宿
助
郷
騒
動

は
、

九
十
五
村
に

及
ぶ

大
規
模
な
も
の

で

あ
っ

た
。

五
街
道
の

外
に
、

地
方
的
な
も
の

と
し
て
、

各
地
に

脇
往
還
が

設
け
ら

れ
た
。

江
戸
に

近
い

県
域
に

は
脇
往
還
が

多
い
。

江
戸
の

虎
の

門
を
出
て

旅籠の客引き　広重「東海道五十三次」から　神奈川県立博物館蔵
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多
摩
川
丸
子
の

渡
を
越
え
、

小
杉
（
川
崎
市
中
原
区
）－
佐
江
戸
（
横
浜
市
緑
区
）－
瀬
谷
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）－
用
田
（
藤
沢
市
北
部
）－
一

之
宮
（
寒
川
町
）
か
ら

田
村
の

渡
（
平
塚
市
）
で

相
模
川
を
渡
り
、

中
原
（
平
塚
市
）－
大
磯
宿
に

至
る

中
原
往
還
が
あ
る
。

江
戸
赤
坂
門

か
ら
三
軒
茶
屋
（
東
京
都
）
を
経
、

多
摩
川
を
渡
っ

て

二

子
に

至
り
、

溝
口
（
川
崎
市
高
津
区
）－
長
津
田
（
横
浜
市
緑
区
）－
鶴
間
（
大
和

市
）－
厚
木
－
伊
勢
原
－
曽
屋
（
秦
野
市
）－
松
田
惣
領
（
松
田
町
）－
関
本
（
南
足
柄
市
）－
矢
倉
沢
（
南
足
柄
市
）
の

関
所
を
経
て

足
柄

峠
を
越
え
て

駿
河
に

至
る
の

が
矢
倉
沢
往
還
で
、

こ

れ
は
、

別
に

大
山
街
道
・

青
山
街
道
・

相
州
街
道
と

も
よ
ば
れ
、

県
域
の

代
表

的
な
脇
往
還
で

あ
る
。

ま
た
、

三
軒
茶
屋
で

矢
倉
沢
往
還
と

分
か
れ
て
、

登
戸
－
生
田
－
高
石
－
柿
生
（
以
上
川
崎
市
多
摩
区
）－
鶴

川
（
町
田
市
）－
淵
野
辺
－
橋
本
（
以
上
相
模
原
市
）
を
経
、

津
久
井
地
方
へ

至
る
の

が
津
久
井
往
還
と
も
い

わ
れ
る
。

甲
州
道
中
八
王

子
宿
と

県
域
南
部
の

海
岸
地
帯
を
結
ぶ
八
王
子
往
還
は
二

筋
あ
っ

て
、

ひ

と
つ

は
藤
沢
宿
－
亀
井
野
－
長
後
（
以
上
藤
沢
市
）－
下
鶴

間
（
大
和
市
）－
原
町
田
－
淵
野
辺
－
橋
本
－
八
王
子
宿
で
、

も
う
ひ

と
つ

は
、

大
磯
宿
－
中
原
－
田
村
－
厚
木
－
座
間
（
座
間
市
）－

当
麻
（
相
模
原
市
）－
橋
本
－
八
王
子
宿
で

あ
る
。

大
山
道
は
、

県
域
の

あ
ち
こ

ち
に

あ
っ

て
、

大
山
信
仰
の

厚
さ

を

物
語
っ

て

お

り
、

そ
の

代
表
格
が

矢
倉
沢
往
還
で

あ
る
。

六
本
松
通
大
山
道
は
多
古
（
小
田
原
市
）
か
ら
六
本
松
峠
を
越
え
て

大
山
に

至
る
。

田
村

通
大
山
道
は
藤
沢
市
辻
堂
に

発
し
、

一

之
宮
を
経
て

相
模
川
を
田
村
の

渡
で

越
え
大
山
に

至
る
。

柏
尾
通
大
山
道
は
鎌
倉
郡
下
柏
尾

村
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
に

発
し
、

同
郡
上
飯
田
（
戸
塚
区
）か
ら
用
田
－
門
沢
橋
（
海
老
名
市
）－
戸
田
（
厚
木
市
）
か
ら
上
糟
屋
（
伊
勢
原

市
）
に

至
り
、

こ

こ

で

田
村
通
大
山
道
に

合
流
す
る
。

そ
の

他
、

大
山
道
と
よ
ば
れ
る
も
の

に
、

羽
根
通
大
山
道
・

波
田
野
道
が

あ

る
。

鎌
倉
・

三
浦
方
面
に

通
じ
る

鎌
倉
・

三
浦
往
還
は
、

東
海
道
保
土
ヶ

谷
宿
か
ら
発
し
、

金
沢
の

町
屋（
横
浜
市
金
沢
区
）を
経
て
、
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雪
ノ

下
（
鎌
倉
市
）
へ

通
じ
る
道
と
、

戸
塚
宿
・

藤
沢
宿
の

そ
れ
ぞ
れ

か
ら
雪
ノ

下
に

通
じ
る
三
道
が
あ
り
、

三
崎
へ

至
る
に

は
、

相
模
湾

岸
を
南
下
す
る
雪
ノ

下
－
小
坪
（
逗
子
市
）－
秋
谷
（
横
須
賀
市
）－
和

田
（
三
浦
市
）－
三
崎
へ

の

道
と
、

東
京
湾
岸
を
横
須
賀
－
大
津
（
横

須
賀
市
）－
上
宮
田
（
三
浦
市
）－
三
崎
へ

と

南
下
す
る

道
の

二

道
が
あ

っ

た
。

大
山
道
は
信
仰
の

み
な
ら
ず
江
の

島
と
を
結
ぶ

大
観
光
道
路

で

も
あ
り
、

鎌
倉
・

三
浦
往
還
も
ま
た
杉
田
の

梅
林（
横
浜
市
磯
子
区
）

・

金
沢
八
景（
同
市
金
沢
区

）・
鎌
倉
の

寺
社
を
訪
れ
る

文
人
墨
客
が

多

く
、

多
く
の

道
中
記
や
画
集
を
の

こ

し
た
。

十
九
世
紀
に

入
る
と
、

日
本
近
海
に

諸
外
国
の

艦
船
が

姿
を
あ
ら
わ
し
、

江
戸
を
ひ

か

え
る

三
浦
半
島
は
、

に

わ
か
に

海
防
の

最
前
線
、

あ
る
い

は
兵
站
基
地
と

な
り
、

鎌
倉
・

三
浦
往
還
は
雑
踏
し
た
。

例
え
ば
、

秋
谷
は
一

継
立

場
に

す
ぎ
な
か
っ

た
が
、

町
場
の

よ
う
な
賑
わ
い

を
み
せ
た
。

こ

う
し
て
、

県
域
内
の

交
通
路
は
、

江
戸
を
中
心
に

し
て

整
備
さ

れ
た
が
、

幕
府
は
、

西
か
ら
の

敵
性
を
警
戒
し
、

関
東
の

西
縁
に

当

箱根関所　箱根町
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た
る
相
模
国
に

は
、

随
所
に

関
所
を
設
け
た
。

と
く
に
、

箱
根
関
所
は
天
下
の

関
所
と
し
て

有
名
で

あ
る
。

番
士
・

定
番
人
ら
二

十

名
が
、

弓
五
張
り
・

鉄
砲
十
挺
・

槍
十
五
本
・

棒
十
本
ほ
ど
の

武
器
を
常
備
し
て

警
護
に

当
た
っ

た
。

東
海
道
の

脇
往
還
に

設
け
ら

れ
た
矢
倉
沢
・

河
村
・

谷
峨
・

仙
石
原
・

根
府
川
の

五
関
所
は
、

い

ず
れ
も
西
側
の

国
境
に

近
い

山
間
部
と

海
辺
に

あ
る
。

甲
州
道

中
筋
に

は
、

八
王

子
宿
と

上
野
原
宿
の

間
の

脇
往
還
の

要
所
に

鼠
坂
関
所
、

八
王

子
宿
か
ら
甲
斐
国
都
留
郡
に

至
る

脇
往
還
の

要
所

に

青
野
原
関
所
を
設
け
た
。

個
々

の

関
所
の

設
置
時
期
は
不
同
で

あ
る
が
、

初
め
は
軍
事
上
、

や
が
て

は
治
安
警
察
上
の

役
割
を
果

た
し
、

　「
入
り
鉄
砲
、

出
女
」
の

言
葉
が

生
ま
れ
た
ほ
ど
で

あ
る
。

関
所
付
近
の

村
々

は
、

関
所
の

修
理
・

掃
除
や
山
狩
人
足
等
、

一

般
の

村
々

に

は
み
ら
れ
な
い

労
役
や
竹
木
等
の

供
出
が

課
さ
れ
、

関
所
の

通
行
に

も
一

定
の

制
限
が
あ
っ

た
。

㈡
　
小
田
原
藩
の

推
移

藩
主
の

交
替

小
田
原
領
に

初
め
て

領
主
と
し
て

封
ぜ
ら
れ
た
の

は
、

徳
川
家
康
三
河
以
来
の

家
臣
と
し
て

武
功
の

誉
れ
高
い

大

久
保
忠
世
で

あ
る
。

彼
は
、

領
主
に

な
る
と
、

豊
臣
秀
吉
の

小
田
原
攻
め
で

混
乱
し
た
城
下
と

領
内
諸
村
の

安
定

を
計
り
、

三
河
以
来
の

家
臣
の

外
に
、

新
規
の

家
臣
を
抱
え
て
、

藩
政
の

第
一

歩
を
ふ
み
出
し
た
が
、

そ
の

や
さ
き

の

文
禄
三

年

（
一

五
九
四

）
九
月
に

病
死
し
た
。

後
任
に

は
武
蔵
国
羽
生
（
埼
玉
県
）
で

二

万
石
を
領
し
て

い

た
子
の

忠
隣
が

入
城
し
て
、

羽
生
領

と

合
わ
せ
て

六
万
五
千
石
の

藩
主
と
な
っ

た
。

忠
隣
の

治
世
は
二

十
年
に

及
ん
で
、

小
田
原
北
條
氏
の

遺
臣
を
保
護
し
、

足
柄
平
野
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の

新
田
開
発
を
進
め
、

酒
匂
川
用
水
の

整
備
・

検
地
・

寺
社
保
護
等
の

諸
政
策
を
す
す
め
、

民
生
の

安
定
を
計
っ

た
。

し
か
し
家
康

の

側
近
本
多
正
信
と
の

権
力
闘
争
に

敗
れ
、

慶
長
十
九
年
（
一

六
一

四

）
一

月
、

上
方
の

キ
リ
シ

タ
ン

禁
圧
の

た
め

上
洛
中
に

改
易
さ

れ
、

近
江
佐
和
山（
滋
賀
県

）に
流
さ
れ
た
。

そ
の

時
、

小
田
原
城
は
明
け
渡
さ
れ
、

関
東
に

威
容
を
誇
っ

た
小
田
原
北
条
氏
の

居
城

は
大
部
分
が

破
壊
さ
れ
、

そ
の

面
影
を
失
っ

て

し
ま
っ

た
。

こ

の

年
十
一

月
将
軍
秀
忠
は
、

大
坂
陣
参
加
の

た
め

江
戸
を
出
発
し
て
、

神
奈
川
・

藤
沢
・

小
田
原
の

各
宿
を
経
て

西
上
し
た
。

翌
年
夏
の

陣
で

豊
臣
氏
は
亡
び
、

そ
の

行
賞
が

行
わ
れ
て
、

県
下
の

知
行
割
り
に

も
変
更
が

あ
っ

た
。

大
久
保
氏
の

後
、

城
番
預
り

と
な
っ

て
い

た
小
田
原
城
主
に

は
、

元
和
五
年
（
一

六
一

九

）に
、

上
総
国
大
多
喜（
千
葉
県

）城
主
阿
部
正
次
が

充
て

ら
れ
た
。

し
か

し
四
年
後
の

元
和
九
年（
一

六
二

三

）阿
部
正
次
は

武
蔵
国
岩
槻
に

転
封
と
な
り
、

小
田
原
城
は
再
び
城
番
預
り
と
な
っ

た
。

こ

の

間

に

将
軍
の

上
洛
が

四
回
も
あ
り
、

そ
の

往
復
路
で

あ
る

東
海
道
沿
い

の

諸
大
名
は
道
路
整
備
に

つ

と
め
、

交
通
体
系
は
一

新
し
た
。

県
域
も
ま
た
例
外
で

は
な
か
っ

た
。

そ
の

要
衝
で

あ
る
小
田
原
城
を
、

い

つ

ま
で

も
城
番
預
り
に

委
ね
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ

た
。

寛
永
九
年
（
一

六
三
二

）、
将
軍
家
光
は
乳
母
春
日
局
の

子
息
下
野
国
真
岡（
栃
木
県

）城
主
稲
葉
正
勝
を
八
万
五
千
石
の

城
主
と
し
て

入
封
さ
せ

た
。

正
勝
・

正
則
・

正
通
と

三
代
五
十
七
年
間
の

稲
葉
氏
の

藩
主
時
代
の

始
ま
り
で

あ
る
。

稲
葉
氏
の

小
田
原
藩
領
は
、

大
久
保
氏
時
代
の

百
五
十
村
の

う
ち
、

足
柄
下
郡
の
一

村
を
減
じ
、

新
た
に

足
柄
上
郡
十
村
を
加
え
た
も
の

で
、

こ

れ
が
小
田
原
城

付
近
の

城
付
領
百
五
十
九
村
で

あ
る
。

こ

れ
に

真
岡
領
二

万
石
が
あ
り
、

さ
ら
に

正
則
の

時
の

二

万
五
千
石
の

加
増
分
駿
河
国
御
厨

（
静
岡
県

）
領
を
加
え
て
、

十
一

万
石
と
な
っ

た
。

城
付
領
の

足
柄
上
・

下
郡
を
東
筋
・

中
筋
・

西
筋
に

分
け
て

三
筋
と

名
付
け
、
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年
貢
割
付
や
宗
門
改
め

を
行
っ

た
。

東
筋
は
酒
匂
川
東
側
で
、

北
は
松
田
か

ら
酒
匂
川
の

支
流
中
津
川
沿
岸
ま
で
、

中
筋
は
酒
匂
川

西
岸
の

平
野
部
と

山
北
町
ま
で
、

西
筋
は
南
足
柄
市
・

箱
根
町
・

湯
河
原
町
を
含
む
。

こ

れ
が

稲
葉
氏
の

領
国
経
営
の

基
礎
単
位
で

あ
っ

た
。

寛
永
十
年
（
一

六
三
三

）
初
代
正
勝
の

入
封
の

翌
年
、

相

模
・

伊
豆
・

駿
河

は
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
、

こ

と
に

小
田
原
宿
は
全
滅
し
、

民
家
は
一

軒
も
の

こ

ら
ず
倒
壊
し
た
、

泥
水
が
わ
き
出
て
、

箱
根
山
か
ら
岩
石
が

崩
れ
落
ち
、

う
た

れ
て

通
行
人
に

多
数
の

死
者
が
で

た
。

小
田
原
城
は
天
守
閣
が

傾
く
な
ど

被
害

も
甚
し
く
、

そ
の

修
築
に

は
幕
府
が

費
用
を
出
し
、

藩
主
に

は
、

急
速
に

道
路

の

修
復
を
命
じ
た
が
、

正
勝
は
二

年
後
に

江
戸
の

藩
邸
で

死
去
し
、

十
二

歳
の

正
則
が

封
を
つ

い

だ
。

彼
は
城
主
た
る
こ

と
五
十
年
、

幕
府
の

老
中
を
勤
め
る

こ

と
二

十
三
年
、

万
治
の

領
内
惣
検
地
、

寛
文
の

村
差
出
な
ど
、

藩
領
の

整
備

に

つ

と
め

た
。

彼
の

治
績
は
そ
の

「
永
代
日
記
」
五
十
余
巻
に

み
る
こ

と
が
で

き
る
。

天
和
三
年
（
一

六
八
三

）家
督
を
正
通
に

ゆ
ず
っ

て

隠
居
し
た
。

四
年
後

の

貞
享
三
年
（
一

六
八
六

）
に

正
通
は
、

越
後
高
田
（
新
潟
県
）に
転
封
さ
れ
て
、

稲
葉
時
代
は
終
わ
っ

た
。

稲葉氏三代の墓　小田原市　紹太寺
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稲
葉
氏
の

転
封
の

翌
年
、

下
総
佐
倉（
千
葉
県

）城
主
で
、

大
久
保
忠
隣
の

曽
孫
に

あ
た
る

大
久
保
忠
朝
が
小
田
原
に

移
封
さ

れ

た
。

忠
隣
改
易
後
七
十
年
ぶ
り
の

大
久
保
氏
の

復
活
で

あ
る
。

こ

れ
以
後
歴
代
藩
主
は
、

忠
増（
元
禄
十
一

年
襲
封

）・
忠
方
（
正
徳
三

年

）・
忠
興
（
享
保
十
七
年

）・
忠
由
（
宝
暦
十
三
年

）・
忠
顕（
明
和
六
年

）・
忠
真（
寛
政
八
年

）・
忠
〓（
天
保
八
年

）・
忠
礼（
安
政
六
年

）

・

忠
良
（
明
治
期

）
と
十
代
つ

づ
い

た
。

こ

の

う
ち
、

忠
朝
・

忠
増
・

忠
真
は
老
中
に

就
任
し
て

幕
政
に

参
画
し
、

将
軍
に

重
用
さ

れ
て

い

る
。

諸
藩
領
の

成
立

と
小
藩
の

創
立

家
康
の

関
東
入
部
後
、

小
田
原
藩
領
、

徳
川
直
轄
領
、

旗
本
知
行
所
に

分
割
さ
れ
た
県
域
も
、

城
主
の

交
替
、

旗
本
知
行
の

加
増
等
に

よ
っ

て

変
遷
が
み
ら
れ
た
。

小
田
原
藩
領
も
、

藩
主
が

幕
府
の

要
職
に

つ

く
と
、

そ
の

役
料
と
し
て

所
領
が
加
増
さ
れ
た
。

例
え
ば
、

稲
葉
氏
は
、

寛
文
三
年（
一

六
六
三

）の
段
階
で
、

県
外
の

伊
豆
十
村
・

駿
河
七
十
六

村
・

下
野
二

十
一

村
・

常
陸
七
村
・

武
蔵
四
村
の

所
領
が

あ
り
、

再
入
国
し
た
大
久
保
氏
も
、

駿
河
七
十
村
・

伊
豆
十
七
村
・

下
野

二

十
二

村
・

播
磨
四
十
九
村
が
あ
り
、

元
禄
七
年
（
一

六
九
四

）
に

は
、

河
内
二

十
六
村
が

加
っ

て

い

る
。

こ

れ
と
は
逆
に
、

他
国
の

藩
主
で

役
料
の

加
増
な
ど
で

県
域
に

所
領
を
与
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
っ

て
、

江
戸
前
期
に

は
、

そ
の

藩

数
は
三
十
三
に

及
ん
だ
。

享
保
以
降
十
一

に

減
じ
た
が
、

そ
れ
は
府
中
忍
藩
（
埼
玉
県

）
松
平
氏
領
・

前
橋
藩
（
群
馬
県

）
酒
井
氏
領

・

三
河
中
島
藩
（
愛
知
県

）
板
倉
氏
領
・

関
宿
藩
（
千
葉
県

）
牧
野
氏
領
・

川
越
藩
（
埼
玉
県

）
柳
沢
氏
領
・

烏
山
藩
（
栃
木
県

）
大
久

保
氏
領
・

三
河
西
大
平
藩
（
愛
知
県

）
大
岡
氏
領
・

佐
倉
藩
（
千
葉
県

）
堀
田
氏
領
等
で
、

明
治
維
新
後
に

駿
府
藩
（
静
岡
県

）
徳
川

氏
領
が
あ
る
。

こ

れ
ら
は
、

他
国
に

居
城
を
も
つ

藩
領
で

あ
る
が
、

県
下
に

陣
屋
を
も
つ

新
設
の

藩
、

あ
る
い

は
知
行
加
増
に

よ
っ
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て
、

旗
本
か
ら
大
名
と
な
っ

た

藩
も
あ
る
。

前
者
に

荻
野
山
中
藩
、

後

者
に

六
浦
藩
が
あ
る
。

旗
本
大
名
は
、

天
正
の

知
行
割
付
の

と
き
、

本
多
正
信
が

鎌
倉
郡
甘

縄
城
に
一

万
石
を
与
え
ら
れ
た
例
が

あ
る
が
、

こ

れ
を
疑
問
と

す
る

説

も
あ
る
。

し
か
し

慶
長
元
年
（
一

五
九
六

）
淘
綾
郡
万
田
村
（
平
塚
市
）
に

三
百
八
十
石
を
与
え
ら
れ
た
大
河
内
正
綱
が
、

慶
長
十
四
年
幕
府
の

勘

定
奉
行
に

昇
進
し
て
、

寛
永
二

年
（
一

六
二

五

）
一

万
六
千
百
二

十
石
の

加
増
を
う
け
て
、

甘
縄
藩
を
ひ
ら
い

た
が
、

こ

れ
も
元
禄
十
六
年
（
一

七
〇
三

）
当
主
正
久
が

上
総
大
多
喜
に

移
封
さ
れ
て

廃
藩
と

な
っ

た
。

幕
末
ま
で

続
い

た
の

は
六
浦
藩
で

あ
る
。

六
浦
藩
は
、

藩
主
米
倉
忠
仰

が
享
保
七
年
（
一

七
二

二

）
幕
府
の

許
し
を
得
、

下
野
国
皆
川
（
群
馬
県
）

か
ら
久
良
岐
郡
六
浦
社
家
分
村
（
横
浜
市
金
沢
区

）
に

陣
屋
を
移
し
た
の

に

始
ま
る
。

米
倉
氏
は
、

戦
国
時
代
甲
斐
の

武
田
氏
に

仕
え

て

い

た

が
、

武
田
氏
の

滅
亡
後
は
徳
川
家
康
に

仕
え
、

天
正
十
八
年（
一

五
九
〇

）

米
倉
永
時
が
、

大
住
郡
堀
山
下
村（
秦
野
市
）に
二

百
石
充
行
わ
れ
た
。

荻野山中藩跡　厚木市
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藩
祖
に

な
っ

た

昌
尹
は
、

五
代
将
軍
綱
吉
の

側
用
人
、

若
年
寄
と
な
り
、

綱
吉
の

譜
代
大
名
創
出
政
策
に

よ
っ

て

加
増
を
重
ね
、

大

名
と
な
っ

た
も
の

で

あ
る
。

所
領
は
、

下
野
国
に

九
村
、

上
野
国
に

四
村
、

武
蔵
国
埼
玉
郡
に

二

村
、

久
良
岐
郡
に

九
村
、

相
模
国

大
住
郡
に

十
四
村
で

計
一

万
二

千
石
を
充
行
わ
れ
た
。

初
め

は
、

下
野
国
皆
川
村
に

陣
屋
を
構
え
、

皆
川
藩
と
よ
ば
れ
て

い

た
も
の

が
、

六
浦
へ

移
っ

て

き
た
も
の

で

あ
る
。

六
浦
は
、

金
沢
の
一

部
で

あ
る
の

で

金
沢
藩
と
よ
ば
れ
た
が
、

明
治
新
政
府
の

藩
制
整
備

の

と
き
、

加
賀
の

金
沢
藩
と
の

混
同
を
さ
け
て

六
浦
藩
と

改
称
し
た
。

昌
尹
の

あ
と
を
つ

い

だ
昌
明
は
、

藩
領
の

う
ち
上
野
国
四
村

と
、

相
模
大
住
郡
の

東
田
原
・

西
田
原
・

堀
沼
城
（
以
上
泰
野
市
）、
上
糟
屋
・

笠
窪
・

神
戸
（
以
上
伊
勢
原
市
）、

小
鍋
島
・

打
間
木

（
以
上
平
塚
市
）
の

村
々

三
千
石
を
弟
昌
仲
に

分
知
し
た
の

で
一

万
二

千
石
と
な
っ

た
。

荻
野
山
中
藩
は
、

元
は
小
田
原
藩
主
大
久
保
家
か
ら
分
出
し
た
旗
本
で

あ
る
。

小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
朝
の

二

男
教
寛
が

兄
忠
増

の

家
督
相
続
と

共
に

分
家
し
、

足
柄
上
郡
十
四
村
・

同
下
郡
四
村
・

駿
河
国
駿
東
郡
に

十
三
村
、

計
三
十
一

村
六
千
石
の

分
知
を
受

け
た
の

に

始
ま
る
。

教
寛
は
、

宝
永
三
年
（
一

七
〇
六

）
若
年
寄
と
な
り
、

駿
河
国
内
で

領
地
五
千
石
を
加
増
さ
れ
て
、

大
名
に

列
し

た
。

享
保
三
年
（
一

七
一

八

）
高
座
郡
・

愛
甲
郡
・

大
住
郡
に
、

さ
ら
に

五
千
石
の

加
増
を
受
け
、

駿
河
国
松
永
村
に

陣
屋
を

置
い

て
、

松
永
藩
と
よ
ば
れ
た
。

相
模
国
の

領
分
は

飛
地
で

あ
り
、

愛
甲
郡
中
荻
野
村
山
中
（
厚
木
市
）
に

陣
屋
を
置
い

て
、

飛
地
の

支
配

に

当
た
っ

た
。

天
明
三
年
（
一

七
八
三

）
五
代
教
翅
は
、

松
永
陣
屋
を
荻
野
山
中
陣
屋
に

移
し
、

荻
野
山
中
藩
一

万
二

千
石
が

始
ま
っ

た
。

こ

れ
を
契
機
に
、

荻
野
山
中
藩
は
、

定
府
大
名
か
ら

半
年
交
代
の

参
勤
大
名
と
な
っ

た
。

当
藩
の

財
政
は

恒
常
的
逼
迫
状
態
に

あ
り
、

改
革
策
の

な
い

ま
ま
に

藩
士
・

領
民
に

倹
約
を
励
行
し
、

法
度
は
著
し
い

精
神
論
に

終
始
し
た
。

慶
応
三

年
（
一

八
六
七

）
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十
二

月
十
五
日
、

こ

の

陣
屋
は

薩
摩
藩
士
ら
に

襲
わ
れ
、

一

夜
で

灰
燼
に

帰
し
た
。

主
謀
者
の
一

人
結
城
四
郎
ら
の

働
き
は
、

後
の

自
由
民
権
運
動
を
遠
望
す
る
も
の

と
さ
れ
、

荻
野
山
中
陣
屋
襲
撃
事
件
と
し
て

有
名
で

あ
る
。

同
じ
小
田
原
藩
主
大
久
保
家
の

分
家
な
が
ら
、

荻
野
山
中
藩
と

逆
な
の

は
下
野
国
烏
山
藩
で

あ
る
。

烏
山
大
久
保
家
二

代
忠

高

は
、

近
江
国
に
一

万
石
を
与
え
ら
れ
大
名
に

列
し
た
。

享
保
十
年
（
一

七
二

五

）
三
代
常
春
は
、

近
江
国
か
ら
烏
山
へ

転
封
を

命
じ

ら
れ
二

万
石
を
領
し
た
。

同
十
三
年
老
中
に

な
り
、

相
模
国
愛
甲
・

高
座
・

鎌
倉
・

大
住
の

四
郡
内
四
十
一

村
中
に
一

万
石
の

加
増

を
受
け
た
。

居
城
を
烏
山
と
定
め
、

愛
甲
郡
厚
木
村
（
厚
木
市
）
に

陣
屋
を
設
け
、

藩
か
ら
代
官
を
常
駐
さ
せ
、

地
元
有
力
者
を

登

用
し
て

士
分
と
し
、

代
官
に

任
じ
て

相
模
領
を
支
配
し
た
。

そ
の

支
配
は
非
常
に

苛
酷
で
、

例
え
ば
、

延
享
三
年
（
一

七
四
六

）
領
分

田
名
村
（
相
模
原
市
）
の

田
方
年
貢
率
は
九
四

㌫
に

及
び
、

領
内
の

豪
商
に

も
千
両
単
位
の

御
用
金
を
次
々

と

課
し
た
。

こ

の

地
を
訪

れ
た
渡
辺
崋
山
は
、

そ
の

「
遊
相
日
記
」
に

「
政
事
甚
苛
刻
、

人
情
皆
怨
怒
ヲ

フ

ク
ム

」
と

書
き
と
め
た
。

烏
山
藩
主
は
、

常
春
・

忠
胤
・

忠
郷
・

忠
喜
・

忠
成
・

忠
美
・

忠
順
と

伝
え
て
、

明
治
維
新
に

及
ん

だ
。

増
加
す
る
旗
本
領

徳
川
将
軍
の

直
属
家
臣
団
の

う
ち
、

知
行
一

万
石
以
下
の

者
を
、

御
目
見
以

上
（
将
軍
に

謁
見
で

き
る
も
の

）

と
そ
れ
以
下
に

分
け
、

前
者
を
旗
本
、

後
者
を
御
家
人
と

す
る
が
、

両
者
を
合
わ
せ
て

御
家
人
と
い

う
こ

と

も
あ
る
。

宝
永
二

年
（
一

七
〇
五

）
の

「
御
家
人
分
限
帳
」
に

よ
る
と
、

御
目
見
以
上
と

以
下
と
を
合
わ
せ
て

二

万
二

千
五

百
四

十

四
人
で

あ
る
。

俗
に

旗
本
軍
団
の

こ

と
を
旗
本
八
万
騎
と
い

う
が
、

こ

れ
ら
万
石
以
下
の

者
が
、

幕
府
の

定
め
た
軍
役
に

よ
っ

て

家

臣
や
従
者
を
引
き
つ

れ
て

出
陣
す
る

総
数
の

兵
力
の

概
数
で

あ
る
。

御
目
見
以
上
旗
本
の

う
ち
、

知
行
取
り
は
二

千
三
百
三
十
五
人
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で
、

旗
本
総
数
の

四
四

㌫
に

あ
た
り
、

知
行
の

総
高
は
二

百
七
十
二

万
四
千
九
百
十
四
石
余
で
、

江
戸
時
代
を
通

じ
て

最
大
で

あ
っ

た
加
賀
藩
の

二
・

五
倍
以
上
で

あ
る
。

旗
本
八
万
騎
は
実
際
に

は
総
動
員
さ
れ
た
こ

と
は
な
い

が
、

徳
川
将
軍
の

軍
事
力
の

基
盤
と

意
識
さ
れ
た
。

家
康
関
東
入
封
当
初
早
々

行
わ
れ
た
関
東
知
行
割
り

で
、

相
武
に

は
、

直
轄
領
に
つ

い

で

旗
本
領
が

多
く
割

り
あ
て

ら
れ
た
が
、

文
禄
元
年
（
一

五
九
二

）
以

降
知

行
の

再
配
分
が

行
わ
れ
、

と
く
に

関
ケ
原
合
戦
・

大
阪

の

陣
の

功
賞
配
分
に

よ
っ

て
、

県
下
の

旗
本
の

数
は
、

著
し
く
増
加
し
て

行
っ

た
。

こ

れ
ら
の

新
給
の

土

地

は
、

前
述
し
た

諸
藩
領
の

創
設
と
と

も
に
、

相
模
国
の

過
半
数
を
占
め

た
直
轄
領
が

そ
の

源
と
な
っ

た
。

そ
の

例
を
大
住
郡
大
神
村
（
平
塚
市
）千
三
百
十
四
石
余
で

示

せ

ば
、

次
の

と
お
り
で

あ
る
。

客舎酔舞図　渡辺崋山『遊相日記』から
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